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大分川(ななせ）ダム建設の進捗状況

⼤分川ダム⼯事事務所
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R1.5.15 撮影



○ダム地点カット量 610m3/s → 180m3/s（-430m3/s） ■大分川ダムの諸元

■大分川ダムの完成イメージ図■工事位置図

大分市の水需要を支え、いのちを守る九州直轄初のロックフィルダム

・大分川ダムは、平成29年5月にダム本体盛立が完了し、平成30年2月より試験湛水を開始。
・引き続き、令和元年度の完成に向け、着実に事業を実施する。

〇場 所
大分県大分市（大分川水系七瀬川）

〇目 的
洪水調節（大分川、七瀬川の洪水防御）
流水の正常な機能の維持
水道用水の供給（大分市：最大0.405ｍ3/s）

〇諸 元 ロックフィルダム
高さ91.6m、総貯水容量2,400万m3

○工 期 昭和62年度～平成31年度
〇総事業費及び進捗状況

総事業費 約1,036億円
平成29年度末までの執行見込額 938.3億円
平成30年度当初予算額 55.2億円

本体工事、付替道路工事等
平成31年度 実施計画額 42.5億円

大分川ダム建設事業の目的

２〔大分川計画流量配分図 m3/s〕



・昭和４５年 ４月 予備調査着手

・令和元年度 試験湛水完了予定 完成

・昭和６２年 ４月 建設事業着手

・昭和６３年１２月 大分川ダム基本計画の告示

・平成１２年 ２月 大分川ダム損失補償基準協定書調印

・平成１６年１２月 漁業に関する損失補償契約

・平成２２年 ９月 ダム事業の検証に係る検討大臣指示

・平成２４年 ７月 ダム検証に係る本省の事業継続決定

・平成２５年 １月 本体関連工事着手（ダムサイト左岸上流掘削工事）

・平成２５年 ９月 大分川ダム建設（一期）工事

・平成２７年 ３月 ダム本体基礎掘削完了

・平成２７年 ９月 ダム本体盛立開始

・平成２８年 ２月 大分川ダム本体建設工事定礎式

・平成 元年 １月 水源地域特別対策措置法に基づくダム指定

・平成２９年 ５月 ダム本体盛立完了

・昭和５３年 ４月 実施計画調査着手

・平成２６年 ２月 大分川ダム本体建設工事起工式

・平成３０年 ２月 試験湛水開始

大分川ダム建設事業の経緯
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原石山 R1.07.22 材料山 R1.07.01

■大分川ダムの状況

付替市道・林道整備状況 R1.5月末

◇進捗状況 R1.06時点※ 用地取得 本体関連付替工事

大分川ダム建設事業の進捗状況
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堤体

洪水吐・減勢工

原石山

取水設備

材料山跡地

道の駅予定地

第2展望所

第1展望所

ダム管理庁舎

河内川

七瀬川

下流側より全景を望む

大分川ダムの今年度事業内容

至 大分市

至 竹田市

材料山跡地整備
（法面対策・舗装）

原石山法面対策

管理庁舎外構等

分水槽設置

下流連絡通路

試験湛水用ゲート
設置・撤去

・工事用道路舗装補修
・貯水池内維持管理

※赤字が今年度施工の主な事業内容 ５



交流拠点（道の駅） （イメージ図）

整備箇所 国交省 大分県 大分市

道の駅 基盤整備
（排水・法面処理）

駐車場
情報表示板

上物
駐車場

材料山跡
地

基盤整備
（排水・法面処理）

－ 上物
駐車場

◇ ダム周辺整備関連と分担 大分市ダム対策室提供
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大分川ダム水源地域ビジョンの策定大分川ダム水源地域ビジョンの策定
・水源地域ビジョンとは

ダムを活かした水源地域の自立的、持続的な活性化のために、水源地域の自治体、住民等がダム
事業者等と共同で策定する水源地域活性化のための行動計画である。
・対象ダム

国土交通省所管の直轄ダム、独立行政法人 水資源機構のダム

○ななせダム水源地域ビジョン策定協議会
目 的：水源地域ビジョンの取り組み状況の把握、共有、

新たな取り組み等の協議を行う。
事務局：市、県、国
構成員：市、国、県、自治会連合会、野津原商工会、補

償対策員委員会、漁協組合、道の駅、農事組合、
市民団体、カヌー協会、ﾄﾗｲｱｽﾛﾝ連合、ボート協会
等

報告

○ななせダム水源地域ビジョン策定委員会
目 的：水源地域の振興や活性化の推進を図る
事務局：市、県、国
構成員：大分市長、県土木建築部長、県中部振興局長、

大分河川国道事務所長、大分川ダム工事事務所長

水源地域ビジョンの策定に向けた組織体制

水源地域ビジョンの策定に向けた今後の予定

第１回 委員会
設立趣旨、規約、目的、
今後のスケジュール

第１回 協議会
設立趣旨、規約、目的、
今後のスケジュール
現状の共有、課題の抽出

第２～５回程度 委員会、協議会
行動計画とりまとめ、ビジョンとりまとめ

水源地域ビジョン策定委員会 水源地域ビジョン策定協議会

平
成
３
０
年
度

１月２８日１２月１８日

令
和
元
年
度

水源地域ビジョン策定 3月下旬

報告

ビジョン承認（委員会）
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H30.1.1 H31.1.1 R2.1.1

開始日 2月20日

サーチャージ水位 EL195.80m

常時満水位 EL176.40m

最低水位 EL154.50m

6/11 洪水期 10/20 6/11 洪水期 10/20

開始水位 EL138.50m

貯留水位 EL 172.40 m 常時満水位まで水位上昇中
ﾀﾞﾑ流入量 1.40m3/s, 下流へ 0.49m3/s
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試験湛水 貯留状況 令和元年８月

6月4月
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R１.08.01 9 時

10月



第2展望所よりダム堤体を望むダム堤体より上流を望む

◇試験湛水 貯留状況（Ｈ３０．２月２０日開始～）

９

7月4日撮影

７月３日２０時２２分に常時満水１７６．４mに到達

7月4日撮影

年 月 日： 令和元年 5月16日（木）
貯 水 位： 187.86 m  （9:00時点）



撮影日：H30.03.31 貯水池巡視の様子

堤体巡視の様子堤体巡視の様子

◇試験湛水期間におけるダム堤体、周辺斜面の観測・巡視の様子

１０



常用洪水吐（下流から望む）4.8m×3.1m

下の赤線部が非常用洪水吐約150m

◇試験湛水のため常用洪水吐のｹﾞｰﾄの撤去＆設置（出水期はｹﾞｰﾄ撤去）

サーチャージ水位

令和元年６月５日に試験
湛水用仮設ゲートを撤去

試験湛水用仮設ゲート撤去状況

試験湛水用仮設ゲート設置状況

１１

平成３０年１０月１０日に試験
湛水用仮設ゲートを設置



大分川水系大分川ダムの試験湛水中の効果 （平成３０年台風２４号）
○ 台風２４号に伴う豪雨により、大分川ダム上流域においては、７月豪雨の１９２mmを大幅に上回る３１８mm（9月28日22時～30日

16時）の累加降雨を観測しました。
○ 大分川ダムは、現在、本格運用前の試験湛水中ですが、７月豪雨の約２倍となる最大３３２．５万m3（２５mプール約９２３６杯分）

の洪水を一時的に貯留し、ダム下流の七瀬川の水位低減を図りました。
○ 大分川ダムの洪水貯留がなければ、七瀬川の水位は避難判断水位を超過していたと推定されます。
○ 大分川ダムの完成に向け、引き続き試験湛水を着実に実施していきます。

◆大分川ダムの状況

②下流の河川へ
流れた水量

最高貯水位：181.43m

①大分川ダムへ流れてきた水量
287.35m3/秒

45.15m3/秒

今市雨量観測所（累加雨量）： 318mm（9/28 22時～9/30 16時まで）

約242.2m3/秒（＝①－②）

少なくなって、流れていたと
推測。

約5.06m上昇

大分川流域図

おおいたがわ

約3,325,000m3の水を
貯め込んだ。
これは25mプールの
約9236杯分です。

大分川ダム
降雨前の貯水位：176.37m

大分川ダムによる洪水貯留
が無かった場合の推定水位
H=4.40m

七瀬川 胡麻鶴地点

洪水による実績水位
H=3.76m

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

4.70m

4.20m

2.80m

2.00m

９月３０日（EL.181.43m）

９月２８日（EL.176.37m）

ごまづる

※本資料の数値は速報値であるため,今後の調査で変わる可能性があります。

（9月30日13時40分時点）

（9月30日13時40分時点）

（9月30日17時20分時点）

約0.64mの水位を低減

5.06m貯留
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